
裾
野
の
広
い
自
動
車
産

別
労
働
組
合
な
ら
で
は

の
産
業
政
策
活
動

●
自
動
車
総
連
に
お
け
る
政
策
実
現
活
動

を
大
別
し
ま
す
と
、
労
働
政
策
、
一
般
政
策
、

産
業
政
策
と
な
り
ま
す
。

●
そ
れ
ぞ
れ
の
説
明
は
割
愛
致
し
ま
す
が
、

「
産
業
政
策
」
は
、
自
動
車
産
別
労
働
組
合

と
し
て
『
傘
下
労
連
・
単
組
が
取
り
組
む
こ

と
が
難
し
い
分
野
・
課
題
に
特
化
す
る
』
と

い
っ
た
観
点
で
、
自
動
車
産
業
に
関
わ
る
、

言
い
換
え
れ
ば
「
自
動
車
産
業
な
ら
で
は
」

の
課
題
に
、
取
り
組
む
重
要
な
政
策
実
現
活

動
と
捉
え
て
い
ま
す
。

●
ご
存
知
の
通
り
、
自
動
車
産
業
は
車
両
製

造
、
車
体
・
部
品
製
造
、
販
売
、
輸
送
等
、

幅
広
い
業
種
に
跨
る
「
裾
野
の
広
い
」
産
業

で
す
。
そ
の
た
め
、
産
業
政
策
の
課
題
と
い

い
ま
し
て
も
多
岐
に
亘
る
こ
と
を
特
徴
と
し

て
ご
理
解
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
具
体
的
に
は
、自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
問
題
、

地
球
温
暖
化
対
策
、
交
通
流
対
策
、
技
術
・

技
能
の
伝
承
と
い
っ
た
産
業
全
般
に
関
わ
る

課
題
の
他
、
業
種
別
に
も
販
売
で
は
正
月
三

が
日
完
全
休
業
の
実
現
、
販
売
店
営
業
ス
タ

ッ
フ
の
完
全
時
間
管
理
の
実
現
に
向
け
た
取

り
組
み
、
輸
送
で
は
キ
ャ
リ
ア
カ
ー
の
路
上

積
み
下
ろ
し
の
是
正
等
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

●
特
に
、
こ
の
後
ご
説
明
す
る
「
規
制
緩

和
・
撤
廃
要
望
」
及
び
「
税
制
改
正
」
の
政

策
実
現
活
動
は
、
毎
年
秋
に
関
係
省
庁
に
対

し
て
組
織
内
顧
問
議
員
と
共
に
要
望
活
動
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
は
自
動
車

産
業
に
携
わ
る
者
と
い
っ
た
観
点
だ
け
で
な

く
、
自
動
車
ユ
ー
ザ
ー
に
も
大
き
く
関
わ
る

活
動
と
考
え
ま
す
。

●
更
に
労
働
組
合
は
基
本
的
に
経
営
者
側
と

対
等
、
対
立
の
立
場
に
あ
り
ま
す
が
、
本
活

動
に
つ
い
て
は
、
経
営
者
側
、
特
に
日
本
自

動
車
工
業
会
（
自
工
会
）
と
の
連
携
を
強
化

し
、
労
使
が
一
体
と
な
っ
た
業
界
全
体
の
要

望
と
し
て
取
り
組
む
色
が
濃
い
活
動
で
あ
る

こ
と
も
特
徴
で
す
。

組
合
員
の
目
と
共
に
「
ユ

ー
ザ
ー
」の
目
も
大
切
に

し
て
取
り
組
む
活
動
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自
動
車
総
連

自
動
車
総
連
の
産
業
政
策
活
動
に
つ
い
て

〜
自
動
車
に
関
す
る
規
制
緩
和
・
撤
廃
お
よ
び
税
制
改
正
の
要
望
活
動
〜

自
動
車
総
連
産
業
政
策
室
／
政
策
グ
ル
ー
プ
長

大
喜
多
宏
行

１
「
平
成
18
年
度
規
制
緩
和
・

撤
廃
等
に
関
す
る
要
望
」の
活
動

●
本
活
動
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
自
動
車

産
業
の
健
全
な
発
展
に
向
け
、
産
業
に
働
く

者
の
視
点
か
ら
、
自
動
車
に
関
す
る
不
要
な

関連分野 項　目 狙　い 

販　売 

 

 

 
点検・整備 

 

 
リサイクル 

 

 
二　輪　車 

ワンストップサービスの 

円滑な導入 

ナンバープレートの 

形状変更 

車両受検期間の前出し 

ユーザー車検の 

受け入れ体制強化 

保安基準の見直し 

最終処分場の確保 

高速道路通行料金の 

適正化 

法整備  等による 

二輪車駐車施設の拡充 

・ユーザー負担軽減 

　　　　　／利便性の向上 

・車両生産コストの 

　引き下げ 

・ユーザーのフレキシビリティ向上 

・車検需要の季節変動平準化 

・ユーザー負担軽減／利便性の向上 

・自動車解体時の処理課題の解消 

・環境負荷の軽減 

・ユーザー負担軽減 

・ユーザー利便性 

　向上 

1．規制緩和･撤廃  等に関する要望項目 

2．地球温暖化防止に関する要望項目 

走　行 交通流対策の促進 

・経済的損失の軽減 

・ユーザー利便性向上 

・CO2削減対策 

〈図表１〉規制緩和・撤廃等に関する要望項目



規
制
の
緩
和
、
撤
廃
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

が
、
そ
れ
に
加
え
て
大
切
な
視
点
と
し
て

「
自
動
車
ユ
ー
ザ
ー
の
立
場
」
を
代
表
し
、

過
度
な
負
担
の
軽
減
や
簡
素
化
を
推
進
し
て

い
ま
す
。

●
こ
れ
ま
で
も
、
販
売
会
社
の
収
益
（
手
数

料
）
が
減
少
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
も
の

の
、
車
両
自
体
の
安
全
性
を
含
め
た
品
質
全

体
が
向
上
し
た
こ
と
を
背
景
に
、
四
輪
車
の

法
定
６
カ
月
点
検
の
廃
止
や
二
輪
車
の
初
回

車
検
時
期
を
２
年
か
ら
３
年
に
延
長
さ
せ
る

と
い
っ
た
、
ユ
ー
ザ
ー
の
経
済
的
負
担
の
軽

減
を
目
的
に
し
た
要
望
に
取
り
組
み
、
実
現

さ
せ
て
参
り
ま
し
た
。

●
ま
た
、
５
月
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る
二
輪

車
の
高
速
道
路
二
人
乗
り
解
禁
に
つ
い
て

も
、
ユ
ー
ザ
ー
の
視
点
か
ら
要
望
し
実
現
出

来
た
活
動
だ
と
捉
え
て
い
ま
す
。

●
平
成
18
年
度
に
向
け
た
要
望
の
特
徴
と
し

ま
し
て
、
05
年
２
月
に
発
効
さ
れ
た
京
都
議

定
書
と
４
月
に
発
表
さ
れ
た
目
標
達
成
計
画

を
鑑
み
、
新
た
に
地
球
温
暖
化
対
策
に
関
す

る
政
策
強
化
の
要
望
も
加
え
て
行
う
こ
と
と

致
し
ま
し
た
。

●
具
体
的
な
要
望
と
し
て
、
販
売
、
点
検
・

整
備
、
リ
サ
イ
ク
ル
、
二
輪
車
と
い
う
４
分

野
、
８
項
目
の
規
制
緩
和
、
撤
廃
に
関
す
る

要
望
と
、
走
行
分
野
、
１
項
目
の
地
球
温
暖

化
防
止
に
関
す
る
要
望
と
し
て
い
ま
す
。

（
詳
細
は
図
表
１
参
照
）

●
各
項
目
の
詳
細
な
説
明
は
割
愛
致
し
ま
す

が
、「
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
の
円
滑
な

導
入
」
や
「
保
安
基
準
の
見
直
し
（
発
炎
筒

装
備
義
務
の
廃
止
）」
に
つ
い
て
は
、
組
合

員
の
雇
用
維
持
、
生
活
の
安
定
・
向
上
と
い

っ
た
観
点
か
ら
は
、「
企
業
の
収
益
を
減
ら

す
よ
う
な
活
動
に
、
な
ぜ
労
働
組
合
が
取
り

組
む
の
か
？
」
と
の
疑
問
も
持
た
れ
る
と
思

い
ま
す
が
、
ユ
ー
ザ
ー
の
負
担
軽
減
や
、
利

便
性
向
上
と
い
っ
た
観
点
か
ら
は
、
自
動
車

産
業
と
し
て
の
努
力
・
改
善
は
産
業
全
体
の

健
全
な
発
展
に
も
繋
が
る
、
と
考
え
要
望
し

て
い
ま
す
。

●
ま
た
、
二
輪
車
の
高
速
道
路
料
金
適
正
化

に
つ
い
て
も
、
ユ
ー
ザ
ー
の
負
担
軽
減
と
い

っ
た
観
点
か
ら
は
重
要
な
要
望
だ
と
捉
え
て

い
ま
す
。

●
加
え
て
、
地
球
温
暖
化
防
止
に
関
す
る
要

望
は
、『
京
都
議
定
書
目
標
達
成
計
画
』
に

よ
る
運
輸
部
門
の
Ｃ
Ｏ
２
削
減
目
標
に
お
い

体
以
外
に
税
金
と
い
っ
た
諸
経
費
が
ど
の
程

度
か
か
っ
て
い
る
か
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？

●
例
え
ば
、
排
気
量
１
８
０
０
㏄
で
車
両
本

体
価
格
１
８
０
万
円
の
車
両
を
新
車
で
購
入

し
た
場
合
に
は
約
32
万
円
の
費
用
（
販
売
会

社
手
数
料
を
除
く
）
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

自
賠
責
保
険
料
と
05
年
１
月
か
ら
徴
収
さ
れ

て
い
る
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
は
、
強
制
的
に
支

払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
す
が
、
そ

れ
を
除
い
た
税
金
だ
け
で
も
約
27
万
円
も
支

払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。（
図
表
３
参
照
）

●
ま
た
、
高
額
な
自
動
車
を
こ
れ
だ
け
の
税

金
を
払
っ
て
す
ぐ
に
買
い
替
え
る
方
は
極
め

て
少
な
い
と
思
い
ま
す
。
多
く
の
方
は
５
〜

10
年
前
後
に
亘
っ
て
そ
の
自
動
車
に
乗
り
続

け
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

●
自
動
車
業
界
で
は
、
購
入
時
に
支
払
う
自

動
車
取
得
税
、
毎
年
払
う
自
動
車
税
、
車
検

毎
に
支
払
う
自
動
車
重
量
税
、
３
つ
を
総
称

し
て
車
体
課
税
と
呼
ん
で
い
ま
す
。そ
こ
で
、

自
動
車
を
11
年
間
保
有
し
た
場
合
の
車
体
課
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取得段階 

 

 

保有段階 

 

 

 

 

走行段階 

税　　目 税の性格 税　収　額 

消費税 

自動車取得税 

自動車重量税 

自動車税 

軽自動車税 

揮発油税 

地方道路税 

軽油引取税 

石油ガス税 

消費税 

国　税 

地方税 

国　税 

 

地方税 

国　税 

 
地方税 

国　税 

一般財源 

特定財源 

特定財源 

（一部､一般財源） 

一般財源 

特定財源 

一般財源 

税　　収　　合　　計 

8300億円 

4655億円 

 
11325億円 

17713億円 

1519億円 

29138億円 

3118億円 

10556億円 

300億円 

4553億円 

９兆1177億円 

注：消費税は総連試算 

（H17年度  当初予算） 

〈図表２〉日本の自動車関係諸税

て
、「
自
動
車
燃
費
の

改
善
」
と
「
交
通
流
対

策
」
が
対
策
の
大
き
な

柱
と
な
っ
て
い
る
こ
と

を
背
景
に
、
自
動
車
燃

費
が
着
実
に
向
上
し
て

い
る
反
面
、
現
在
国
が

取
り
組
む
べ
き
課
題
で

あ
る
交
通
流
対
策
は

「
効
果
が
判
り
難
く
、

か
つ
対
策
実
現
ま
で
時

間
が
か
か
る
」
と
い
う

面
か
ら
、
取
り
組
み
が

遅
れ
て
い
る
と
の
認
識
は
否
め
ず
、
早
急
な

対
策
実
現
が
必
要
と
の
観
点
か
ら
要
望
す
る

も
の
で
す
。

２
「
平
成
18
年
度
税
制
改
正
に

関
す
る
要
望
」の
活
動

（
１
）自
動
車
に
関
わ
る
税
金
は
複
雑
、

し
か
も
高
額
！

●
本
要
望
活
動
も
、
規
制
緩
和
・
撤
廃
要
望

と
同
様
に
、
ユ
ー
ザ
ー
の
負
担
軽
減
と
簡
素

化
の
観
点
か
ら
長
年
に
亘
り
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。

●
ま
ず
、
自
動
車
に
関
わ
る
税
金
（
以
下
、

自
動
車
関
係
諸
税
）
が
ど
れ
だ
け
あ
る
か
ご

存
知
で
し
ょ
う
か
？
も
ち
ろ
ん
、
普
通
車
、

軽
自
動
車
或
い
は
ガ
ソ
リ
ン
車
、
デ
ィ
ー
ゼ

ル
車
に
よ
っ
て
対
象
と
な
る
税
金
の
種
類
に

違
い
は
あ
り
ま
す
が
、
現
在
、
消
費
税
を
含

め
た
９
種
類
の
税
金
が
設
定
さ
れ
て
い
ま

す
。（
図
表
２
参
照
）

●
ま
た
、
新
車
を
購
入
す
る
場
合
の
車
両
本

費用項目 金額 

消費税（５％） 

自動車取得税 

自動車重量税 

自動車税 

（新車の場合、初回３年分） 

小　計 

リサイクル料金 
（1800ccクラス平均額） 

自賠責（３年分） 

合　計 

90,000円 

81,000円 

56,700円 

39,500円 

267,200円 

約11,000円 

42,800円 

321,000円 

※車両本体　180万円 
　排気量　1800cc／車両重量　1100kg 
　の新車を４月に購入した場合 

〈図表３〉自動車購入時の発生費用
（販売会社手数料を除く）



税
を
国
際
比
較
（
１
８
０
０
㏄

車
両
価
格

１
８
０
万
円
　
車
両
重
量
１
・
１
ト
ン
）
を

行
い
ま
し
た
。
こ
れ
を
ご
覧
に
な
る
と
、
日

本
が
い
か
に
高
額
な
費
用
負
担
を
課
し
て
い

る
か
を
ご
理
解
頂
け
る
と
思
い
ま
す
。（
図

表
４
参
照
）

●
こ
の
よ
う
に
、
日
本
の
自
動
車
ユ
ー
ザ
ー

の
負
担
が
、
欧
米
に
比
べ
極
め
て
高
く
な
っ

て
い
る
背
景
に
は
、
道
路
整
備
負
担
の
あ
り

方
の
違
い
が
あ
り
ま
す
。
一
般
的
に
欧
米
で

は
、
道
路
は
社
会
資
本
と
捉
え
ら
れ
、
そ
の

整
備
に
あ
た
っ
て
は
国
民
全
体
で
負
担
（
一

般
財
源
と
し
て
）
し
て
き
ま
し
た
。

●
し
か
し
な
が
ら
、
日
本
に
お
い
て
は
、
戦

後
復
興
、
高
度
成
長
期
に
お
い
て
、
財
源
が

不
足
し
て
い
た
こ
と
や
、
当
時
は
車
を
保
有

す
る
層
が
、
比
較
的
裕
福
な
層
で
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
受
益
者
負
担
（
道
路
を
使
う
の
は

ユ
ー
ザ
ー
だ
か
ら
負
担
す
る
べ
き
）
と
い
う

名
目
で
道
路
特
定
財
源
が
創
設
さ
れ
、
ユ
ー

ザ
ー
に
負
担
を
求
め
て
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

●
そ
の
結
果
、
自
動
車
関
係
諸
税
は
、
自
動

車
を
取
得
・
保
有
・
走
行
の
３
段
階
に
分
け

て
考
え
て
み
ま
す
と
、
各
段
階
で
、
30
年
以

上
に
わ
た
り
本
則
の
２
倍
程
度
の
暫
定
税
率

が
課
せ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。（
図
表
５
参
照
）

●
加
え
て
、
消
費
税
の
導
入
時
に
物
品
税

を
は
じ
め
大
半
の
消
費
課
税
が
廃
止
さ
れ
た

に
も
関
わ
ら

ず
、
取
得
税
は

存
続
し
た
結

果
、
同
一
物
・

同
一
行
為
に
対

し
て
２
種
類
の

税
金
（
消
費
税

と
取
得
税
）
が

課
せ
ら
れ
、
ま

た
燃
料
に
も
揮

発
油
税
に
さ
ら

に
消
費
税
を
か

け
る
二
重
課
税

（T
ax
on
T
ax

）

等
の
不
合
理
が

放
置
さ
れ
た
状

態
と
な
っ
て
い

ま
す
。

●
ユ
ー
ザ
ー
に
と
っ
て
自
動
車
関
係
諸
税

は
、
複
雑
な
こ
と
か
ら
そ
の
負
担
が
実
感
し

づ
ら
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
う
し
た
仕
組

み
を
正
し
く
説
明
し
た
上
で
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
す
る
と
、
９
割
近
く
の
ユ
ー
ザ
ー
が
、

「
負
担
が
高
い
」「
複
雑
で
分
か
り
に
く
い
の

で
も
っ
と
簡
素
化
す
べ
き
」
と
の
回
答
を
し

て
い
ま
す
。（
図
表
６
参
照
）

●
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
自
動
車
総
連
は
、

来
年
度
に
向
け
て
明
確
に
以
下
の
要
望
を
行

う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

◆
自
動
車
関
係
諸
税
の
軽
減
・
簡
素
化

（
抜
本
的
見
直
し
）

①
自
動
車
取
得
税
の
廃
止

②
自
動
車
関
係
諸
税
を
取
得
・
保
有
・
走
行

の
各
段
階
１
種
類
に
簡
素
化
し
、
負
担
の
軽

減
を
図
る

③
燃
料
課
税
に
お
け
る
消
費
税
と
の
二
重
課

税
の
是
正

（
２
）
何
の
た
め
の
道
路
特
定
財
源
な

の
か
？

●
05
年
度
に
入
っ
て
か
ら
、
新
聞
等
で
道
路

特
定
財
源
を
め
ぐ
る
様
々
な
報
道
が
な
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
内
容
は
、
主
に
平
成
18
年

度
、
19
年
度
に
お
い
て
、
財
源
に
オ
ー
バ
ー

フ
ロ
ー
が
発
生
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
一

般
財
源
と
し
て
活
用
し
よ
う
と
す
る
動
き
が

あ
る
と
い
う
も
の
で
す
。
こ
の
背
景
に
は
、

小
泉
首
相
が
打
ち
出
し
て
い
る
公
共
事
業
の

シ
ー
リ
ン
グ
（
段
階
的
削
減
）
が
大
き
く
影

響
し
て
い
ま
す
。

●
本
来
、
道
路
財
源
は
、
道
路
整
備
５
カ
年

計
画
を
も
と
に
、
そ
の
必
要
財
源
規
模
が
決
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（備考）・上記金額はクルマの平均寿命である11年間の累計負担額 
・前提条件：1800ccの自家用乗用車、車体価格180万円＜自工会試算＞ 
・為替レート：1ユーロ133円、1ポンド194円、1ドル107円（平成16年4月～平成17年2月の平均） 

ドイツ イギリス フランス アメリカ 

81.4万円 

64.6万円 

45.7万円 

18.5万円 
自動車税動車税 
33.133.1万円万円 

付加価値税付加価値税 
31.531.5万円万円 

自動車税 
33.1万円 

付加価値税 
31.5万円 

自動車税動車税 
7.77.7万円万円 

登録税等登録税等 
2.72.7万円万円 

付加価値税付加価値税 
35.335.3万円万円 

自動車税 
7.7万円 

登録税等 
2.7万円 

付加価値税 
35.3万円 

消費税消費税 
9.09.0万円万円 

自動車取得税動車取得税 
8.18.1万円万円 

自動車重量税動車重量税 
20.820.8万円万円 

自動車税動車税 
43.543.5万円万円 

消費税 
9.0万円 

自動車取得税 
8.1万円 

自動車重量税 
20.8万円 

自動車税 
43.5万円 

48.2万円 

付加価値税付加価値税 
28.828.8万円万円 

登録税登録税 
0.40.4万円万円 

自動車税動車税 
19.019.0万円万円 

付加価値税 
28.8万円 

登録税 
0.4万円 

自動車税 
19.0万円 

小売売上税小売売上税 
14.714.7万円万円 

自動車税等動車税等 
3.73.7万円万円 

小売売上税 
14.7万円 

自動車税等 
3.7万円 

欧州諸国の 
約2から7倍！！ 

〈図表４〉車体課税の国際比較

Q. 現在の日本の「自動車に関する税金の 
負担感」についてお聞かせ下さい。 

高すぎる 
67.0%

やや高すぎる 
22.7%

妥当だと思う 
5.3%

あまり気にし 
たことがない 
5.0%

Q. 自動車の取得・保有・走行の各段階で合計9種類の税金が 
ある事をどのようにおもわれますか？ 

複雑で分かりにくいので 
もっと簡素化すべき 

90.2%

複雑だと思うが集める目的が違うのでやむを得ない 5.8%

どちらとも言えない 4.0%

〈図表５〉道路特定財源の暫定税率

〈図表６〉自動車税制に関するアンケート結果
（読売新聞社が０３年に実施））

税　　目

自動車取得税

自動車重量税

揮 発 油 税

地方道路税

経由引取税

石油ガス税

本 則 税 率

3%

2500円/0.5㌧

（自家用登録車）

24.3円/㍑

4.4円/㍑

15.0円/㍑

17.5円/㍑

暫 定 税 率

5%

（除営業用・軽）

6300円/0.5㌧

48.6円/㍑

5.2円/㍑

32.1円/㍑

同　左

倍　率

1.7倍

2.5倍

2倍

1.2倍

2.1倍

─



定
し
、
こ
れ
に
基
づ
き
税
率
が
決
め
ら
れ
ま

す
。
こ
れ
ま
で
、
国
土
交
通
省
は
、
道
路
整

備
は
十
分
で
は
な
い
と
の
主
張
の
も
と
、
前

述
の
ご
と
く
30
年
以
上
も
、
本
則
の
２
倍
程

度
の
暫
定
税
率
を
ユ
ー
ザ
ー
に
課
し
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
公
共
事
業
の
シ
ー

リ
ン
グ
が
か
か
っ
た
こ

と
か
ら
、
道
路
整
備
目

的
に
必
要
と
な
る
財
源

は
減
る
も
の
の
、
税
収

規
模
が
ほ
ぼ
一
定
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
道
路
整

備
以
外
へ
の
大
幅
な
使

途
拡
大
が
発
生
し
て
お

り
、
更
に
今
後
、
使
途

も
決
ま
ら
な
い
オ
ー
バ

ー
フ
ロ
ー
が
発
生
す
る

こ
と
が
判
明
し
て
お
り

ま
す
。（
図
表
７
参
照
）

●
素
直
に
考
え
れ
ば
、

こ
う
し
た
オ
ー
バ
ー
フ

ロ
ー
分
が
あ
る
の
で
あ

れ
ば
、
ま
ず
は
暫
定
税

率
を
本
則
に
戻
す
の
が

当
然
の
こ
と
で
す
が
、

現
時
点
で
は
、
税
収
規

模
を
維
持
し
た
い
国
土

交
通
省
と
、
財
源
を
他

に
活
用
し
た
い
他
省
庁

と
の
間
で
、
水
面
下
の

駆
け
引
き
が
行
わ
れ
て

い
る
状
態
で
あ
り
、
負

担
者
で
あ
る
ユ
ー
ザ
ー
の
視
点
は
全
く
度
外

視
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
国
の
財
政
が
切
迫
し
て
い
る
中
で
、
特
定

財
源
は
硬
直
的
で
す
か
ら
、
一
般
財
源
化
す

る
と
い
う
主
張
は
、
一
見
理
が
あ
る
よ
う
に

思
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
先
ほ
ど
か

ら
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
暫
定
税
率
を
本
則

に
戻
す
だ
け
で
硬
直
的
税
と
は
な
り
ま
せ

ん
。

●
ま
た
本
来
、
道
路
特
定
財
源
は
、
受
益
者

（
自
動
車
利
用
者
）
負
担
の
考
え
か
ら
ユ
ー

ザ
ー
が
特
別
に
負
担
す
る
考
え
方
で
、
暫
定

税
率
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
一
般

財
源
化
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
例
え
ば
、
会

費
を
事
前
に
徴
収
し
イ
ベ
ン
ト
を
し
ま
し
た

が
、
実
際
に
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
ら
集
め

た
会
費
が
余
っ
て
し
ま
い
、
返
す
の
も
面
倒

だ
か
ら
使
っ
て
し
ま
う
、
と
い
っ
た
こ
と
と

同
じ
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

●
こ
の
よ
う
に
、
単
に
国
民
的
議
論
を
避
け

て
、
安
易
に
財
源
が
確
保
で
き
る
か
ら
と
の

国
の
思
い
で
一
般
財
源
化
を
行
お
う
と
す
る

こ
と
は
、
税
の
意
義
、
体
系
を
大
き
く
歪
め

る
ば
か
り
か
、
そ
も
そ
も
ユ
ー
ザ
ー
の
理
解

は
得
ら
れ
ま
せ
ん
。

●
従
っ
て
、
自
動
車
総
連
は
、
道
路
特
定
財

源
に
つ
い
て
も
以
下
の
よ
う
に
要
望
す
る
こ

と
と
し
て
お
り
ま
す
。

◆
道
路
特
定
財
源
は
道
路
整
備
目
的
の

み
に
充
当
す
べ
き

①
道
路
整
備
目
的
以
外
へ
の
使
途
拡
大
／
転

用
に
は
反
対

②
道
路
整
備
目
的
以
外
に
活
用
す
る
一
般
財

源
化
に
は
反
対

③
道
路
歳
出
を
上
回
る
税
収
が
あ
る
な
ら

ば
、
暫
定
税
率
を
本
則
に
戻
す
べ
き

●
税
制
改
正
要
望
で
は
、
こ
の
他
に
も
、
平

成
17
年
度
末
で
期
限
切
れ
と
な
る
グ
リ
ー
ン

税
制
に
関
す
る
要
望
、
地
方
に
お
け
る
自
動

車
関
係
諸
税
の
要
望
な
ど
も
行
い
ま
す
。
是

非
、
要
望
後
に
は
自
動
車
総
連
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ（http://w
w
w
.jaw
.or.jp/index.htm

l

）

に
も
掲
載
致
し
ま
す
の
で
、
ご
参
照
頂
け
れ

ば
幸
い
で
す
。

お
わ
り
に

〜
組
合
員
ま
で
問
題
意
識
や
理
解
が

浸
透
す
れ
ば
活
動
は
強
化
さ
れ
る
！

●
自
動
車
関
係
諸
税
の
問
題
を
は
じ
め
と
す

る
産
業
政
策
活
動
は
、
複
雑
か
つ
理
解
し
辛

い
内
容
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
自
動
車
関

係
諸
税
の
実
態
や
自
動
車
総
連
が
持
っ
て
い

る
問
題
意
識
が
、
産
業
内
だ
け
の
課
題
と
し

て
の
認
識
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、
幅
広
く

多
く
の
国
民
方
々
に
理
解
促
進
さ
れ
れ
ば
、

こ
の
活
動
を
強
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考

え
ま
す
。

●
こ
の
こ
と
は
、
自
動
車
総
連
の
活
動
に
限

っ
た
事
で
は
な
く
、
様
々
な
産
業
に
お
け
る

問
題
課
題
を
幅
広
く
共
有
化
す
る
こ
と
が
大

変
重
要
な
こ
と
で
あ
る
と
同
時
に
、
共
有
化

さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動

自
体
の
強
化
に
繋
が
る
と
考
え
ま
す
。

●
そ
の
た
め
、
今
回
、
私
達
自
動
車
総
連
の

産
業
政
策
活
動
を
ご
紹
介
す
る
機
会
を
頂
い

た
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
共

に
、
是
非
、
今
後
と
も
Ｉ
Ｍ
Ｆ
―
Ｊ
Ｃ
の
皆

様
の
ご
支
援
と
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い

致
し
ま
す
。
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道路歳出を上回る税収の使途と額の推移（億円） 

道路歳出以外 
2,645 本四債務処理 

2,245

平成15年度 

道路整備道路整備/道路環境道路環境 
3兆1,3711,371億 

道路整備道路整備/道路環境道路環境 
3兆0,6680,668億 

道路整備等道路整備等 
3兆0,9970,997億 

道路整備/道路環境 
3兆1,371億 

道路歳出以外 
2,578 本四債務処理 

3,049

平成16年度 

道路整備/道路環境 
3兆0,668億 

道路歳出以外 
5,772 本四債務処理 

4,829

平成17年度 

道路整備等 
3兆0,997億 

使途拡大　400 
DEF紫煙等（50） 
地下鉄インフラ整備等（150） 

使途拡大　529 
DEF紫煙等（40） 
まちづくり交付金（300） 

使途拡大　943 
まちづくり交付金（550） 
ETC普及促進等（145） 
情報システム活用・ 
　　交通円滑化（70） 
無電柱化支援（17） 
地籍調査（29） 
自律的移動支援（4） 

〈図表７〉道路歳出を上回る税収の使途と額の推移（億円）


